
年間授業計画　

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○

【知識及び技能】意図に応じて粘土の特性を
生かして、主題を追求して創造的に表現でき
ている

　【思考力、判断力、表現力等】　人物の心
情や個性を捉え、人物の表情や動きなどを工
夫して表現意図に応じて形や量感などについ
て考えて表している

【学びに向かう力、人間性等】意図に応じて
工夫して表現活動に主体的に取り組めている

(3、4組を除く)

A 単元　塑造で表す

【知識及び技能】意図に応じて粘土
の特性を生かして、主題を追求して
創造的に表現する

　【思考力、判断力、表現力等】　
人物の心情や個性を捉え、人物の表
情や動きなどを工夫して表現意図に
応じて形や量感などについて考えて
表す。

【学びに向かう力、人間性等】意図
に応じて工夫して表現活動に主体的
に取り組む

・参考作品などから人物の表情な
どから生命観や存在を感じ取らせ
る
・対象の印象や個性を捉え、主題
を生成し、スケッチをする
・スケッチをもとに、観察を深め
粘土をつける
・主題を基に、用具を使い仕上げ
る
・自他の作品の鑑賞
・教材　芯材、粘土、ヘラ、教科
書など
・一人１台端末の活用　完成作品
を写真に撮り、振り返りシートを
作成する。

3
学
期

２
学
期

A 単元　風景画

【知識及び技能】風景の中の空間、
形や色彩の効果、全体のイメージな
どを捉え、画材の特性を生かして表
す。

【思考力、判断力、表現力等】　身
近な場所や風景のイメージなどを基
に、形や色彩、構図などの効果を考
え、発想を練ったり鑑賞をしたりす
る。

【学びに向かう力、人間性等】風景
から感じ取った良さや美しさなどを
捉えて表す創造活動に、主体的に取
り組む。

・構図を決める為にラフスケッチ
を描く。
・鉛筆を分けながら使い下書きを
する。
・明度や彩度、色彩を理解しなが
ら、生かして表現していく。
・明度が高いところから着色して
いく
・自他の作品の鑑賞
・教材　油絵具、写真、ケント
紙、キャンバス、教科書など
・一人１台端末の活用　完成作品
を写真に撮り、振り返りシートを
作成する。

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

A 単元　文化祭ポスター
【知識及び技能】アクリル絵の具や
筆、ペーパーパレットなど描画材の
特性を生かして、創造的に表現する
　
【思考力、判断力、表現力等】　目
的や条件などを基に、誰のためのデ
ザインかを考え、主題を生成し表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】ポス
ターの意図を考え、構想を練り、意
図に応じて工夫して表現活動に主体
的に取り組む。

・参考作品などの鑑賞を通して、
ポスターの魅力に気が付かせる
・フォントや絵の色や形、構図の
効果を考え、表現する。
・アクリル絵の具など描画材の使
い方を理解し、色や形を工夫して
表現する。
・自他の作品の鑑賞
・教材　絵の具（アクリル）、ケ
ント紙、プリント、硬めの鉛筆な
ど
・一人１台端末の活用　完成作品
を写真に撮り、振り返りシートを
作成する。

○

30

芸術の各科目の特質について理解し、意図に基づいて表現するための技能を身につける。

美術Ⅱ芸術

【知識及び技能】風景の中の空間、形や色彩
などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴
などを基に全体のイメージや作風などで捉え
ることを理解している。（作品・ラフスケッ
チなどで評価）

【思考力、判断力、表現力等】　実際に見た
風景や場所から、形や色彩、構図などの効果
を考え表現している。
他の作品を鑑賞し、自己の作品価値を高める
活動をしている。（作品・プリント・授業態
度で評価）

【学びに向かう力、人間性等】風景から感じ
取った良さや美しさなどを考え、絵に表した
りなど、創造活動に主体的に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 24○

知

【知識及び技能】アクリルなど描画材の特性
を生かして、意図に応じて創造的に工夫し表
現できている（作品・プリントで評価）
　
【思考力、判断力、表現力等】目的や条件を
理解し、それらに合わせて効果的な色や形、
フォントなどを選んだり、主題を決めたりな
どして表現に取り組んでいる。（作品・プリ
ントで評価）

【学びに向かう力、人間性等】主体的に対象
となるポスターの意図を考え、構想を練り、
意図に応じて形や色を工夫して表現活動に主
体的に取り組んでいる。（作品・プリント・
授業態度で評価）

○

○ ○ ○

16

合
計

70

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

美術文化に親しみ、感性と美意識を高め、心豊
かな生活を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

評価規準 態

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

芸術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

形や色、モノなど、対象や事象を捉える造形的
な視点について理解を深めるとともに、意図に
応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表せて
いる。

造形的なよさや美しさを見つけたり、表現の意図
に応じて創造的な工夫や美術の働きなどについて
考えられている。

日本文教出版　高校生の美術Ⅱ

芸術

創造的な表現を工夫したり。芸術のよさや美しさを味わうことができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに豊かな情操を培う。

美術Ⅱ

思


